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2 。 危 険 と リ ス ク1
．リスクの概念
「安全」とは、受け入れ不可能なリスクがないことでその反対の概念が危険である。危険による
結果的な現象とし て危害（harm ）が発生 するのであって、安全 の反対が危害ではない。「危害」とは、
人体の受ける物理的障害 もし くは健康障害 または財産 もし くは環境の受ける害をいう。「危険」を意
味 する英語には「リスク（risk）」、「デンジャー（danger ）」、「ハザード（hazard ）」等がある。リス
クに関する情報に接する場合には、 まず、 ターミノロジー（用語法）を確認し、整理する必要があ
る。「ハザード」は、危険源、危害の潜在的根源のことで、危害の原因（素因）または危害の程度を
大 きくする要因 （誘因）をも含む概念 とされている。
原子炉事故、爆発事故等は、「ア クシデント（accident）」が使われる。特に「不測」であることを

















































3 。 リ ス ク ア セ ス メ ン ト、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画 、 及 び リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト
「リスクアセスメント（riskassessment ）」とは、リスク要因（hazardand/orthreat) を特定し、
リス ク算定し、リスク評価を行うまでの段階をいう、「リスクマネジメント計画 （riskmanagementplanning
）」とは、リスクアセスメント、 リス クマ ネジメントの目標設定、リスク対策の選択、及び
リスクマネジメントプロ グラムの策定（事前対策、緊急時対策、及び復旧対策 を含む）までをいう。
「リスクマネジメント（riskmanagement ）」 とは、JISQ2001 では、「リスクに関して、組織を指導
し管理する調整された活動」と定義しており1)、一般的にリスクアセスメント計画、リスク対応、リ
スク受容、及びリスクコミュニ ケーションを含むとしている。事態の発生直後に実施する緊急時対




























は発生確率、及びリスクが顕在化した場合の影響の大きさを、定量的 または定性的 に把握 する。










一般的に知られている方法で、リ スク・スコア、つ まりリスクの大きさR は、R（riskscore）＝C
（consequence ）xE （exposure ）XP （probability）によって算出される。C とは、現状のリス
クコントロール下で、起こりうる被害の程度である。E とは、そのハザードに、どれくらいの頻
度で遭遇するかを表す数値である。そしてP は、そのハザード がどの程度の確率で被害 に結び
つくかを示す。E・P は、ハザード により引き起こされる被害の発生確率を表す。C 、E 、P の各
値は、それぞれ程度によってI ～5 の評価 を与える。そうすることで、リスク・スコアは1 ～125
の間で算出される。 もっとも深刻な場 合は、C ・E ・P のいずれもが5 の場合であ るから、R ＝5




（MilitaryStandards: 米軍用規格）のリスク・スコアリングでは、リスク・スコア （R ）
に該当するものは、リスク・インデックス（RI ） と呼ばれ、リスク・アセスメント・マトリッ
クスと呼ばれる表に、ハザード による想定被害と被害の発生確率の2 つを当てはめて導出する。
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SafetyandCrisisManagement(3)
RiskManagementPlanning
TomihikoFURUTA
AftertheGreatHansin-AwajiEarthquakeon17January1995,theCriticality
AccidentatJCOUraniumProcessingPlantinTokaivillage.IbarakiPrefectureon
30September1999,theMultipleCoincidentalTerrorisminUSAon11September
2001,etc.,itisincreasinglyrecognizedthatsafetyandcrisismanagementisimpor-
tantandthatriskmanagementplanningiscrucialforanorganizationatvarious
levelsofgovernment.localpublicbodies.enterprises.etc.
Inthisconnection.itisrequiredfortheorganizationtoperformiterative ”Plan,Do,Check,Act"(PDCA
）cycleforimprovementoftheriskmanagementsystem ・SafetyisachievedbyreducingrisktoatolerablelevelwhichisdefinedinISO/IECGUIDE51astolerablerisk.Tolerableriskisachievedbytheiterativeprocessofriskassessment(riskanalysisandriskevaluation
）andriskreduction.ThispaperdescribesriskmanagementplanningonthePDCAcycle.whichincludesriskanalysis,riskevaluation,goalsettingofriskmanagement,selectionofriskmeasuresandworkingoutariskmanagementprogram.
